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常 陸 大 宮 市 消 防 の あ ゆ み 

 

 年 月　日

 

昭
和
四
十
六
年

２月　５日 
４月１０日 
４月３０日 
６月１１日 
６月２４日 

１０月　１日 

・大宮・山方地区救急事務組合設立準備会発足 
・一部事務組合設立許可申請 
・一部事務組合の設立は、地指令第４６３号により許可される。 
・大宮・山方地区救急事務組合管理者会議を開催 
・大宮・山方地区救急事務組合第１回臨時会議開催（規約議決） 
・消防団本部車にて大宮・山方地区救急事務組合の業務を４名で開始（役

場消防隊も兼ねる）

 昭
和
四
十
七
年

　３月３１日 
　４月　１日 
１２月１８日

・日本自動車工業会から救急車を寄贈される（トヨタハイエース） 
・消防吏員２名を採用 
・大宮・山方地区救急事務組合規約の変更議決

 

昭
和
四
十
八
年

　４月　１日 
 
　　　〃 
　４月　５日 
 
　５月２５日 
　６月　１日 
　６月２８日 
　７月１５日 
　　　〃

・大宮・山方地区救急事務組合の共同処理をする事務及び規約を変更によ

り大宮・山方地区消防事務組合に改める。 
・大宮・山方地区消防事務組合発足（定員３３名） 
・大宮・山方地区消防事務組合を設置及び自治省告示第７４号により消防

本部・署の政令指定 
・広報車を購入（ニッサン・ライトバン） 
・旧大宮中学校の仮庁舎で消防本部・署の業務開始 
・広報車を購入（三菱・ライトバン） 
・水槽付ポンプ自動車を購入（トヨタ） 
・普通ポンプ自動車を購入（トヨタ）

 

昭
和
四
十
九
年

　４月　１日 
　　　〃 
　４月１０日 
　４月１７日 
　８月２１日 
　９月　７日 
　９月１０日 
１２月３１日

・消防吏員４名、事務職員１名採用（職員３８名） 
・６名で救助隊発足 
・大宮ライオンズクラブより署長車を寄贈（トヨタ・クラウン） 
・消防庁舎落成式 
・広域消防体制の町村長会議 
・広域消防の打合せ会議 
・広域消防体制の町村長会議 
・職員１名退職（職員３７名）

 

昭
和
五
十
年

　２月２７日 
　４月　１日 
　　　〃 
　　　〃 
　６月２０日

・日本損害保険協会から救急車を寄贈される。（トヨタ） 
・２町２村による広域消防発足 
・第１分署仮庁舎を美和村下檜沢役場跡に開設 
・消防吏員１４名を採用（職員５１名） 
・救急車を分署に配置（トヨタ）
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 年 月　日

 昭
和
五
十
年

　７月　１日 
１１月　５日 
１１月１２日

・第１分署救急業務を開始する。（職員１３名） 
・救助工作車を配置（ニッサン・パトロール） 
・空中消火資機材の備蓄基地として県から委託される。

 

昭
和
五
十
一
年

　３月１９日 
　４月　１日 
　７月　１日 
　　　〃 
　７月３０日 
１２月１３日

・日本損害保険協会から救急車を寄贈される。（トヨタ） 
・消防吏員１２名採用（職員６２名） 
・大宮地方広域組合消防本部・消防署に名称を変更する。 
・第１分署の消防業務を開始する。（職員２５名） 
・普通ポンプ自動車を分署に配置（トヨタ） 
・第１分署新庁舎が緒川村小舟に完成、落成式を行う。

 昭
和
五
十
二
年

　２月　８日 
　４月１９日 
１２月２１日

・消防吏員１名採用（職員６３名） 
・広報車を分署に配置（スバル 550） 
・大宮地方広域消防連絡協議会発足

 
昭
和
五
十
三
年

　３月３１日 
　６月　２日 
　８月　１日 
　　 
１１月２０日

・通信室に一斉通報装置と火災テレホンサービス設置 
・救助訓練塔を設置 
・救急情報コントロールセンターの地域情報本部としてディスプレィ装置

が設置される。 
・水槽付消防ポンプ自動車を購入（いすゞ）

 
昭
和
五
十
四
年

　４月　１日 
 
　　　〃 
　５月２６日 
　７月　３日

・条例改正により定員６７名となる（消防本部８名、消防署３４名、第１

分署２５名） 
・消防吏員４名を採用（職員６７名） 
・心肺蘇生訓練用レコーディングレサシアン購入 
・広報車を更新（トヨタ・コロナバン）

 五
十
五
年 

昭　
　

和

１０月　１日 
１２月　２日

・管理者に山方町長　根本孫次氏が就任 
・美和村役場庁舎にて防災訓練実施

 
昭
和
五
十
六
年

　１月３０日 
　４月　１日 
　５月２５日 
　７月　３日

・那珂瓜連地区消防本部と相互応援協定を締結する。 
・消防吏員１名採用（職員６７名） 
・広報車を更新（トヨタ・カリーナバン） 
・茨城県消防救助技術大会において高所人命救助が３位入賞

 

昭
和
五
十
七
年

　２月１６日 
　３月２４日 
　８月１５日 
　８月３１日 
１０月　１日 
１１月２６日

・消防吏員１名採用（職員６８名） 
・大子町消防本部と相互応援協定を締結する。 
・少年、婦人防火クラブ発足（野上小学校２８名、嶐郷婦人防火クラブ８６名） 
・御前山村から救急業務に関する事務について委託を受ける（議決） 
・御前山村の救急業務を受託、業務を開始する。 
・第１分署の広報車を更新（トヨタ・ライトバン）
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 年 月　日

 
昭
和
五
十
八
年

１１月１８日 
１２月１４日 
１２月２１日

・大宮地方広域消防指導員連絡協議会発足 
・美和村下檜沢に大火発生（１１世帯２３棟） 
・司令車を更新（トヨタ・クラウン）

 

昭
和
五
十
九
年

　３月３１日 
　４月　１日 
　６月２８日 
　８月　１日 
　９月２８日 
１０月　５日

・消防吏員５名退職（職員６３名）（構成町村との人事交流） 
・３部制勤務を２部制勤務に変更（甲部、乙部） 
・防災行政無線設備設置に伴い通信室を拡張する。 
・幼年消防クラブ発足（若草幼稚園２５０名） 
・条例の改正により定員６３名となる。 
・訓練塔兼貯蔵庫を建設

 昭
和
六
十
年

　５月１４日 
　５月１６日 
　９月２５日

・本署電話装置を更新する。 
・分署の広報車を更新（スズキ４ＷＤ） 
・優良消防機関として茨城県知事から表彰を受ける。

 
昭
和
六
十
一
年

　１月１７日 
　８月　４日 
 
　８月２３日 
１１月　４日

・日本自動車工業会から救急車を寄贈される（トヨタ２Ｂ型） 
・台風１０号による集中豪雨のため各河川が氾濫、全署員を非常招集して

警戒に当たる。 
・普通ポンプ自動車を更新（イスズＣＤ－Ⅰ型） 
・山方町に発生した建物火災で死者４名が出る。

 
昭
和
六
十
二
年

　５月　１日 
　５月１２日 
 
　５月２０日

・国長少年消防クラブ発足（２８名） 
・山方町で大規模林野火災が発生、自衛隊にヘリの出動を要請する。（出

動人員６００名、出動車両５０台） 
・消防吏員の貸与品更新に点数制度を導入する。

 六
十
三
年 

昭　
　

和
　３月１７日 ・日本損害保険協会から救急車を寄贈される。（ニッサン２Ｂ型）

 

平
成
元
年

　３月３１日 
　４月　１日 
　７月２７日 
　９月３０日 
１０月　１日 
 
 
１１月１４日

・消防吏員３名退職する。（職員５９名）（構成町村との人事交流） 
・消防吏員３名採用する。（職員６２名） 
・小倉婦人防火クラブへ日本消防協会から軽可搬ポンプ寄贈される。 
・消防吏員１名退職（職員６１名）（構成町村との人事交流） 
・甲部、乙部を廃止し第１中隊、第２中隊とする。本部（総務係、予防係、

警防係）を総務担当、予防担当、警防担当とした各担当に課長補佐を配

置する。 
・ポンプ車購入　ＣＤ－Ⅰ型分署に配置（更新）

 

平
成
二
年

　３月３１日 
　４月　１日 
　７月　１日 
　９月３０日 
１０月　８日

・消防吏員４名退職（職員５７名）（構成町村との人事交流） 
・消防吏員５名採用（職員６２名） 
・消防吏員１名退職（職員６１名） 
・消防吏員１名退職（職員６０名） 
・広報車購入　本署配置（更新）トヨタトラック６人乗り
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 年 月　日

 

平
成
三
年

　２月１５日 
２月１９日 

　３月３１日 
　４月　１日 
　７月２３日 
１２月　８日 
１２月１３日 
１２月１５日

・安田生命保険相互会社より救急車寄贈（ニッサン２Ｂ型　3,000cc） 
・平成２年度茨城県消防長会署長部会開催（場所：常陸大宮農協会館） 
・消防吏員２名退職（職員５８名）（構成町村との人事交流） 
・消防吏員４名採用する（職員６２名） 
・通信指令室新築工事完了する。 
・御前山村、広域消防体制加入打合せ会議を実施する。 
・独居老人緊急通報システム運用開始する。 
・消防吏員１名退職（職員６１名）

 

平
成
四
年

　１月２５日 
　４月　１日 
　６月３０日 
　９月１６日 
１０月２０日 
１２月１４日

・救助工作車を購入（イスズ） 
・消防吏員５名採用（職員６５名） 
・大宮地方広域組合規約変更、御前山村が広域消防に加入する。 
・救急車に自動車電話を設置する。 
・消防署の事務室及び仮眠室の改修工事が完了する。 
・水槽付ポンプ自動車更新（イスズ）本署配置

 

平
成
五
年

　４月　１日 
　４月　２日 
　４月　３日 
　６月２４日 
１１月　５日 
 
１２月　９日

・消防吏員４名採用（職員６９名） 
・御前山村が広域消防加入により政令指定を受ける。 
・那珂北部地区危険物安全協会２０周年記念式典が開催される。 
・広報車更新（トヨタ） 
・県防災訓練が高萩市で実施され当消防本部は、林野火災における空中散

布資機材の取扱いを担当する。 
・御前山村の広域消防加入に伴いポンプ車購入（三菱４ＷＤ）

 

平
成
六
年

　２月　８日 
　　　〃 
　２月２３日 
　４月　１日 
　　　〃 
 
　　　〃

・救急車更新（トヨタ）第１分署配置 
・大宮地方広域組合事務所兼消防署車庫竣工する。 
・消防本部発足２０周年記念式典を実施する。 
・御前山村広域消防業務を開始する。 
・機構改革により大宮広域消防署を東消防署とし第１分署を西消防署とす

る。 
・消防吏員４名採用（職員７３名）

 

平
成
七
年

　１月１８日 
　２月１４日 
　３月３１日 
５月１２日 
６月　８日

・西消防署に広報車を配置（三菱パジェロ） 
・司令車を更新する。 
・消防吏員１名定年退職（職員７１名） 
・潜水士４名を養成し潜水隊を東消防署に配置する。（発足） 
・スクーバー潜水装備購入する。
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 年 月　　日

 平
成
八
年

　３月２９日 
　４月　１日 
　８月　８日

・消防本部車庫新築工事完了する。 
・消防吏員４名採用する。（職員７５名） 
・第１１回茨城県防火大会が開催される。（大宮町文化センター）

 

平
成
九
年

　３月１２日 
 
　３月２５日 
 
　３月３１日 
　７月２８日 
　９月２８日 
１１月　２日

・緒川村入本郷地内大規模林野火災発生（焼損面積４６．２ｈ） 
　　　出動延べ人員１，３５３名　消防車両１５９台　ヘリコプター８機 
・高規格救急車１台東消防署に配置する。（トヨタ４，０００cc）救急救命

士による運用開始 
・消防吏員１名定年退職（職員７４名） 
・資機材運搬車を購入する。（東署配備） 
・西消防署広報車を更新する。（ニッサントラック４ＷＤ） 
・自治体消防発足５０周年記念防災講演会を開催する。

 

平
成
十
年

　３月２５日 
　３月２７日 
　８月２５日 
 
１０月２４日 
１２月１７日

・体力練成器具を購入する。 
・消防本部書庫兼倉庫を新築する。 
・栃木県北部の集中豪雨により御前山村地内の那珂川が氾濫し、３２棟が

床上浸水する。 
・携帯１１９番電話システム運用開始。 
・高規格救急車を西署に配備する。

 平
成
十
一
年

　２月　７日 
　３月　６日 
　４月　１日 
１０月２８日

・大規模林野火災総合防災訓練を実施（会場：山方町） 
・山方町舟生地内大規模林野火災発生（焼損面積：１０h） 
・茨城県防災航空隊へ職員１名を派遣する。 
・変電設備及び非常用自家発電設備を整備する。

 
平
成
十
二
年

　１月１５日 
　３月３１日 
　４月　１日 
　　　〃 
　６月　２日

・消防吏員１名退職。（職員７３名） 
・消防吏員１名定年退職。２名人事交流により事務局部局へ。 
・消防吏員４名採用する。（職員７４名） 
・消防署組織の改革を行い係制度にする。 
・事務連絡車を更新する。（ニッサンステーションワゴン１５００cc）

 平
成
十
三
年

　４月　１日 
　４月１１日 
１２月２７日

・消防本部組織を一部改正し通信係を新設する。 
・美和村高部地内林野火災発生（焼損面積：４h） 
・美和村防災訓練を実施。（主催：美和村・大宮地方広域消防連絡協議会）

 
平
成
十
四
年

　１月２９日 
　３月２０日 
　４月　１日 
　７月１９日 
　９月１９日

・危険物タンクローリー転落事故（軽油２．２ｋℓ流出、死者１名） 
・消防緊急通信指令施設竣工検査 
・消防緊急通信指令施設運用開始する。 
・関東地区救助技術大会出場「はしご登はん」１名 
・広報車を更新、東署に配備する。（ニッサントラック）
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 年 月　　日

 

平
成
十
五
年

　３月２４日 
　３月３１日 
　４月　１日 
　　　〃 
　６月１８日 
　６月３０日 
　７月３１日 
１２月　５日 
１２月１７日

・緒川村上小瀬地内に小型飛行機墜落炎上（死者２名） 
・消防吏員１名定年退職 
・消防吏員２名採用する。（職員７５名） 
・本部組織の改革を行い課制度にする。 
・広報車を更新東署に配備する。（ニッサン） 
・消防吏員１名退職 
・関東地区救助技術大会出場「はしご登はん」１名 
・東消防署仮眠室・厨房改修工事を完了する。 
・ポンプ車更新西署に配備をする。（イスズ）

 

平
成
十
六
年

　３月３１日 
　４月　１日 
　４月　１日 
　６月３０日 
１０月１６日 
 
 
１２月　７日

・消防吏員１名退職 
・消防吏員３名採用する。（職員７６名） 
・茨城県生活環境部消防防災課に消防吏員１名を派遣する。 
・人員搬送車を更新東署に配備する。（トヨタハイエース） 
・管内５ヶ町村が合併「常陸大宮市」となる。「常陸大宮市消防本部」と

名称を変更、総務課に旧町村から職員３名が出向「地域消防係」を設置

し消防団事務を開始、１本部２署７９名の体制となる。 
・高規格救急自動車を更新東署に配備する。（トヨタ）

 
平
成
十
七
年

　３月３１日 
　４月　１日 
　５月１７日 
　６月３０日 
１２月１８日

・消防吏員２名定年退職 
・消防吏員２名採用する（職員７９名） 
・常陸大宮市消防団組織検討委員会設置 
・消防吏員１名退職 
・水槽付消防ポンプ自動車を更新東署に配備する。（日野）

 
平
成
十
八
年

　３月３０日 
　４月　１日 
　　　〃 
　　　〃

・消防吏員１名退職 
・消防吏員３名採用する。（職員８０名） 
・連合消防団を統一、「常陸大宮市消防団」発足 
・茨城県立消防学校教官として消防吏員１名を派遣する。

 

平
成
十
九
年

１月２３日 
２月　８日 
３月　２日 
３月３１日 
４月　１日 
４月　８日 

１１月　８日

・高規格救急自動車を更新東署に配備する。 
・全国消防職員意見発表茨城県大会を常陸大宮市文化センターで開催 
・消防庁長官より表彰旗を授与される。 
・消防吏員３名定年退職 
・消防吏員４名採用する。（職員８１名） 
・消防吏員 1 名退職 
・普通ポンプ自動車を更新東署に配備する。（日野）
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 年 月　　日

 

平
成
二
十
年

　３月３１日 
　４月　１日 

〃 
　６月　１日 
　８月３０日 
１１月１４日

・消防吏員１名、事務吏員１名退職 
・消防吏員１名採用する。（職員７９名） 
・茨城県防災航空隊へ職員 1 名を派遣する。 
・常陸大宮市消防団組織検討委員会設置 
・茨城県･常陸大宮市総合防災訓練実施する。（会場：大宮工業高校跡地） 
・高規格救急自動車を更新西署に配備する。（トヨタ）

 
平
成
二
十
一
年

　３月３１日 
　４月　１日 

〃 
１２月１５日

・消防吏員５名退職 
・消防吏員６名採用する。（職員８０名） 
・消防署組織改革により三交代制勤務を導入する。 
・救助工作車を購入（日野）

 
平
成
二
十
二
年

３月３１日 
４月　１日 

　　　〃 
　７月１６日

・消防吏員４名退職 
・消防吏員４名採用する。（職員８０名） 
・常陸大宮市消防団組織再編により支団制から分団制に施行する。 
・緒川女性防火クラブ発足

 

平
成
二
十
三
年

３月１１日 
　　〃 
 
 
 
 
 
 
 
３月２５日 

～３月２９日 
３月２９日 
３月３１日 
４月　６日 

～４月１０日 
８月１２日 
９月　７日 

１１月１８日

・東北地方太平洋沖地震（常陸大宮市：震度６強）東北地方太平洋沖 
・消防本部庁舎望楼が倒壊し庁舎が使用不能となる。 

　 　  
・緊急消防援助隊茨城県隊第１次第１陣として２隊５名（救急隊、後方支

援隊）を福島県福島市に派遣する。 
・消防本部、東消防署が仮設庁舎（プレハブ）に移転する。 
・消防吏員１名退職 
・緊急消防援助隊茨城県隊第１次第４陣として２隊５名（救急隊、後方支

援隊）を福島県福島市に派遣する。 
・新消防庁舎建設設計を株式会社桂設計と契約する。 
・消防吏員１名退職 
・消防本部庁舎解体工事（平成２４年２月２７日まで）

 
平
成
二
十
四
年

３月２４日 
３月３１日 

　４月　１日 
　５月１３日 
１１月１３日

・新消防庁舎建設工事を起工する。（工期：平成２５年３月１８日まで） 
・消防吏員１名退職 
・消防吏員３名採用する。（職員８０名） 
・大宮女性防火クラブ発足 
・トヨタカローラ新茨城㈱より事務連絡車を寄贈される。（トヨタパッソ）
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 年　　月　　日

 
平
成
二
十
五
年

３月２７日 
３月３１日 
４月　１日 
５月１６日 
５月１７日

・新消防庁舎竣工式 
・消防吏員３名退職 
・消防吏員３名採用する。（職員８０名） 
・西消防署耐震工事を起工する。（工期：平成２５年１１月２１日まで） 
・市危険物安全協会設立４０周年記念式典が開催される。

 

平
成
二
十
六
年

２月２３日 
３月３１日 

　４月　１日 
　　　〃 
　８月　８日 
１０月　７日 
１１月２３日

・常陸大宮市防災訓練（会場：常陸大宮高等学校） 
・消防吏員３名退職 
・消防吏員３名採用する。（職員８０名） 
・機能別消防団員制度を採用する。 
・第２９回茨城県幼年少年婦人防火大会（会場：ロゼホール） 
・高規格救急自動車を更新東署に配備する。（トヨタ） 
・常陸大宮市防災訓練（会場：山方中学校）

 

平
成
二
十
七
年

３月３１日 
４月　１日 
６月２６日 
９月１１日 

 
　９月１６日 
１１月　５日 
１１月１９日 
１１月２３日

・消防吏員５名退職 
・消防吏員５名採用する。（職員８０名） 
・消防本部訓練塔工事を起工する。（工期：平成２８年３月１２日まで） 
・関東・東北豪雨により消防広域応援隊第１陣として２隊６名常総市に派

遣する。 
・消防広域応援隊第２陣として２隊５名常総市に派遣する。 
・ポンプ自動車を更新西署へ配備する。（日野） 
・団本部車を更新する。（トヨタライトエースバン） 
・常陸大宮市防災訓練（会場：美和小学校）

 

平
成
二
十
八
年

２月２８日 
３月３０日 
３月３１日 
４月　１日 
６月　１日 

１１月２３日

・常陸大宮市消防本部勉強会が設立する。 
・東日本大震災被災伝承の碑除幕式及び訓練塔竣工式 
・消防吏員１名退職 
・消防吏員１名採用する。（職員８０名） 
・いばらき消防指令センター運用開始（職員１名派遣） 
・常陸大宮市防災訓練（会場：小瀬高等学校）

 

平
成
二
十
九
年

３月３１日 
４月　１日 
５月　１日 
　　〃 
７月１５日 
８月２３日 

１０月２１日 
１０月２２日 
１１月２８日

・消防吏員２名退職 
・消防吏員４名採用する。（職員８０名） 
・常陸大宮市消防職員野球部が発足する。 
・常陸大宮市消防職員駅伝部が発足する。 
・救急医学と健康講座を開講する。 
・第４６回全国消防救助技術大会出場（宮城県） 
・常陸大宮市防災訓練（会場：御前山小学校） 
・こどもメディカルラリー開催。 
・資機材搬送車を更新する。
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 年　　月　　日

 

平
成
三
十
年

３月３１日 
　４月　１日 
　８月２４日 
１１月１０日 
１２月　４日 
１２月　８日

・消防吏員６名退職 
・消防吏員６名採用する（職員８０名） 
・第４７回全国消防救助技術大会出場決定（京都府） 
・常陸大宮市防災訓練（ロゼホール） 
・高規格救急自動車を更新 
・第２回子どもメディカルラリー開催。

 平
成
三
十
一
年

　３月３１日 
　４月　１日

・消防吏員１名退職 
・消防吏員２名採用（職員８０名）

 

令
和
元
年

　７月　５日 
８月２２日 

　９月１９日 
１０月　５日 
１０月１２日 

～ 
１０月１３日 
 
１２月　７日

・第４８回消防救助技術関東地区指導会出場：引揚救助の部（長野県） 
・ドクターカーを更新基幹病院常陸大宮済生会病院に配備する。（三菱） 
・広報車を更新西署に配備する。（日野） 
・常陸大宮市防災訓練（会場：山方中学校） 
・台風第１９号により那珂川、久慈川堤防決壊（緒川、玉川も含む） 
（全壊４９棟、大規模半壊８５棟、半壊２９４棟、一部損壊１１９棟） 
（隣接消防相互応援隊要請：計１本部） 
（茨城県消防広域応援隊要請：計８本部） 
・第３回子どもメディカルラリー開催。

 

令
和
二
年

　１月３１日 
　２月１０日 

 
４月　１日 
 

　９月　４日 
１１月　６日

・消防吏員１名退職 
・台風第１９号による災害活動に対する功績により令和元年度水防功労者

国土交通大臣表彰授与される（常陸大宮市消防団） 
・消防吏員１名採用（職員８０名） 
・常陸大宮済生会病院を基幹病院とし常陸大宮市ドクターカー運用開始。 
・防災功労者内閣総理大臣賞授与される（常陸大宮市消防団） 
・高規格救急自動車を更新

 
令
和
三
年

　３月３１日 
　４月　１日 
　７月２０日 

・消防吏員２名退職 
・消防吏員２名採用（職員８０名） 
・静岡県熱海市土砂災害による緊急消防援助隊（消火隊５名、後方支援隊 

２名）派遣

 

令
和
四
年

　２月１７日 
　３月１５日 

４月　１日 
　４月　１日 
　４月　１日 
１０月２９日 
１１月１０日

・指揮隊車を新たに配備する。 
・総務省消防庁より救助資源機材積載型ポンプ自動車１台無償貸与 
・（職員８０名） 
・消防団組織再編成　１９分団５３部体制となる。 
・消防団員年報酬を個人払いへ移行する。 
・第２９回全国消防操法大会出場：小型ポンプの部（千葉県） 
・ポンプ自動車を更新東署へ配備する。
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令
和
五
年

　３月３１日 
４月　１日 
７月　５日 
９月　９日 

１１月２０日

・消防吏員１名退職 
・（職員７９名） 
・消防吏員１名退職（職員７８名） 
・茨城県救急功労者知事表彰を授与される（常陸大宮市消防本部） 
・水槽付消防ポンプ自動車を更新東消防署へ配備する。

 

令
和
六
年

　３月　８日 
 
３月３１日 
４月　１日

・第７６回日本消防協会定例表彰特別表彰「まとい」を受賞する 
（常陸大宮市消防団） 

・消防吏員１名退職（職員７７名） 
・消防吏員５名採用（職員８２名） 

 

令
和
七
年

２月２７日 
 
３月３１日 
４月　１日 
４月　１日 
４月　１日

・岩手県大船渡市林野火災緊急消防援助隊茨城県隊出場 
（２月２７日～３月１０日　１２日間　計２６名派遣） 
・消防職員１名退職（職員８１名） 
・消防職員２名採用（職員８３名） 
・人事交流（常陸大宮市消防本部から大子町消防本部へ１名派遣） 
・人事交流（常陸太田市消防本部から常陸大宮市消防本部へ１名派遣） 


